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昨
年
、
米
価
が
下
落
し
、
稲
作
経
営
は
厳

し
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
低
コ

ス
ト
化
、
施
策
の
活
用
に
よ
り
稲
作
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
山
武
農
業
事
務
所
は
、
６
月
30

日
に
「
山
武
地
域
の
稲
作
経
営
を
考
え
る
会

–

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ–

」
を
開
催
し
、
管
内
の
大

規
模
稲
作
経
営
者
や
関
係
機
関
な
ど
70
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
提
供
で
は
、Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
、（
公
社
）

千
葉
県
園
芸
協
会
や
農
業
事
務
所
の
担
当
か

ら
、
国
や
県
が
推
進
す
る
飼
料
用
米
の
需
要

動
向
と
人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
農
地
中
間
管
理

事
業
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
山
武
市
で
養
豚
業
を
営
む
法
人
関
係
者

か
ら
、
自
社
養
豚
で
飼
料
用
米
を
利
用
し
て

い
る
事
例
や
今
年
の
購
入
計
画
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飼
料
用
米
専
用
品
種
の
栽
培
ほ

場
の
視
察
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
専
用
品

種
の
入
手
方
法
や
種
子
の
価
格
、
収
穫
量
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
武
農
業
事
務
所
で
は
、
飼
料
用
米
を
始

め
と
す
る
28
年
度
対
策
に
向
け
て
、
年
度
内

に
山
武
地
域
の
稲
作
経
営
を
考
え
る
会–

Ｐ

ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ–

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

稲作経営の安定を目指して
～山武地域の稲作経営を考える会－PartⅠ－を開催～

中間管理事業の借
受希望面積が変
わったら手続きが
必要ですか？

機構集積協力金の
支払いは単年度で
すか？

飼料用米専用品種「夢あおば」「べこあおば」の
特性や生育状況について、ほ場視察

飼料用米の搬入方
法・時期は？
稲こうじは問題に
なりますか？
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規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸

し
付
け
る
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。

農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て

い
る
、
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て
畑
に

専
念
し
た
い
等
、
貸
し
た
い
農
地
が

あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
又
は
、

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会

（
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
、
機

構
））
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

機
構
が
農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま

す
。
賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
等
の
事

務
手
続
き
は
機
構
が
行
い
ま
す
。

地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
（
二
割

以
上
）
を
、
機
構
に
貸
す
場
合
や
個

人
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
農
地

を
貸
す
場
合
、
協
力
金
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
規
模
拡
大
の
た
め
に
農
地

を
借
り
た
い
方
も
御
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地

部
（
０
４
３-
２
２
３-

３
０
１
１
）

又
は
各
市
町
農
政
関
係
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
武
管
内
に
お
け
る
飼
料
用

米
向
け
イ
ネ
の
申
請
面
積
は
約

６
０
０
ha
（
平
成
27
年
６
月
末

時
点
）
と
前
年
度
の
約
６
倍
に

増
え
、
ま
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ
向
け
イ
ネ

の
申
請
面
積
は
約
68

ha
と
増
加

し
て
い
ま
す
。

◆
管
内
の
利
用
状
況

飼
料
用
米
は
、
ほ
と
ん
ど
は

全
農
や
民
間
飼
料
会
社
に
集
荷

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
は
管

内
の
採
卵
鶏
と
養
豚
で
配
合
飼

料
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
輸
入
粗

飼
料
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
て

今
期
は
作
付
申
請
面
積
を
上
回

る
利
用
申
込
み
が
あ
り
、
申
込

み
の
半
数
以
上
は
酪
農
家
で
す
。

◆
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
収
穫
適
期

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
給
与
す
る

牛
の
種
類
に
応
じ
て
収
穫
適
期

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
泌
乳

飼
料
用
米
・
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ

の
利
用
状
況
と
収
穫
適

期
・
給
与
に
つ
い
て

農
地
の
出
し
手
を

募
集
中
で
す
！

新
た
な

　
農
業
経
営
指
標
と
は
！

「
農
業
経
営
の
改
善
・

発
展
の
た
め
の
基
本

ツ
ー
ル
」

牛
は
消
化
管
内
の
飼
料
通
過
速

度
が
速
い
の
で
10
～
50
％
の
籾

は
未
消
化
の
ま
ま
糞
へ
排
せ
つ

さ
れ
ま
す
。
肥
育
牛
は
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
の
制
御
を
行
う
場
合
、
β

-

カ
ロ
テ
ン
が
低
含
量
な
黄
熟

期
～
完
熟
期
の
収
穫
が
適
し
て

い
ま
す
。

◆
給
与
に
つ
い
て

給
与
開
始
時
は
、
一
度
に
切

り
替
え
ず
、
徐
々
に
給
与
量
を

増
や
し
、
家
畜
の
反
応
を
観
察

し
た
上
で
飼
育
ス
テ
ー
ジ
に

あ
っ
た
飼
料
設
計
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
栽
培
及
び
給

与
方
法
に
つ
い
て
は
「
稲
発
酵

粗
飼
料
生
産
・
給
与
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル

第
６
版
（
日
本
草

地
畜
産
種
子
協
会
）」
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://souchi.lin.gr.jp/skill/pdf/

　

農
業
経
営
者
の
方
々
が
、
自
ら
の

経
営
状
況
を
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
、
経

営
改
善
を
図
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。
特
に
認
定
農
業
者
の
方
の
経
営

チ
ェ
ッ
ク
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

経
営
内
容
を
項
目
ご
と
に
取
組
目

標
を
確
認
し
、
基
本
デ
ー
タ
を
入
力

す
る
こ
と
で
数
値
の
形
で
現
況
を
客

観
的
に
把
握
で
き
ま
す
。

　

指
標
で
経
営
の
評
価
が
示
さ
れ
る

の
で
、
経
営
発
展
の
方
向
性
や
目
標

達
成
へ
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
経
年
変
化
の
把
握

や
今
後
に
向
け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
可
能
で
す
。

　

誰
で
も
シ
ス
テ
ム
を
使
え
る
の
で

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
り
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

⇨
「
経
営
改
善
実
践
シ
ス
テ
ム
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

熟期
（出穂後日数）

適する
畜種

出穂期
（０日目）
乳熟期

（10日目）
泌
乳
牛
（
酪
農
）

糊熟期
（20日目）
黄熟期

（30日目） 肥
育
牛完熟期

（40日目）
図１

畜産サイドからのイネ活用情報
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昨
年
、
イ
チ
ゴ
に
う
ど
ん
こ

病
が
多
発
し
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
程
度

は
８
～
９
月
の
温
度
条
件
と
関

連
が
あ
り
、
低
温
・
冷
夏
の
年

に
は
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

気
候
に
よ
っ
て
は
今
年
も
多
発

す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

本
圃
で
の
多
発
を
防
ぐ
に
は
、

育
苗
～
定
植
期
の
薬
剤
防
除
が

重
要
で
す
。
育
苗
期
は
株
が
過

繁
茂
に
な
り
、
薬
剤
が
か
か
り

に
く
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
定

植
前
に
葉
か
き
を
し
、
薬
剤
が

か
か
り
や
す
く
な
っ
た
状
況
で

防
除
す
る
と
効
果
的
で
す
。
定

植
作
業
中
に
発
病
株
を
見
つ
け

た
場
合
、
必
ず
薬
剤
散
布
を

行
っ
て
か
ら
定
植
す
る
こ
と
が
、

そ
の
後
の
発
生
を
防
ぐ
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
殺
菌
剤
の
選
び
方
も

重
要
で
す
。
殺
菌
剤
は
混
合
剤

オ
リ
ー
ブ
は
観
賞
用
の
樹
木

と
し
て
人
気
が
高
く
、
ま
た
、

オ
イ
ル
の
主
成
分
オ
レ
イ
ン
酸

の
健
康
増
進
効
果
が
注
目
さ
れ
、

需
要
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
各
地
で
も
生
産
の
取
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
金
市
で
は
、
地
域
振
興
の

一
環
と
し
て
オ
リ
ー
ブ
の
産
地

化
を
目
指
し
、
東
金
市
植
木
組

が
多
く
（
表
１
）、
同
じ
系
統
・

成
分
の
農
薬
を
連
続
散
布
す
る
と
、

う
ど
ん
こ
病
に
対
す
る
効
果
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
同
一
系
統

の
農
薬
の
多
用
を
控
え
、
抵
抗
性

の
つ
か
な
い
気
門
封
鎖
剤
な
ど
も

利
用
し
て
、
効
果
的
な
薬
剤
散
布

を
行
い
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
を

抑
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
昨
年
度
は
、
オ
リ
ー
ブ

栽
培
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
東
金
市
内
に
試
験
ほ

場
を
設
け
て
栽
培
特
性
を
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
植
付
け
の

条
件
と
し
て
、
か
ん
水
を
十
分
に

す
る
こ
と
、
強
風
の
影
響
を
受
け

な
い
所
へ
の
植
付
け
や
防
風
垣
の

設
置
、
受
粉
の
相
性
が
良
い
品
種

を
組
み
合
わ
せ
る
等
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
果
実
が
収
穫
に

至
っ
た
時
の
た
め
に
、
加
工
に
つ

い
て
も
情
報
収
集
を
行
い
、
試
作

品
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

イ
チ
ゴ
う
ど
ん
こ
病

の
防
除

オ
リ
ー
ブ
の

取
組
に
つ
い
て

病　害　虫　防　除

地　域　の　動　き

農薬名（混合剤） 混合されている薬剤 同系統で連続散布を避ける薬剤

シグナムWDG カンタスドライフロアブル
アミスター20フロアブル
ストロビーフロアブル
アフェットフロアブル

オルパ顆粒水和剤 ファンタジスタ顆粒水和剤
フルピカフロアブル

アミスター20フロアブル
ストロビーフロアブル

ファンベル顆粒水溶剤 ファンタジスタ顆粒水和剤
ベルクートフロアブル

アミスター20フロアブル
ストロビーフロアブル

ダイマジン ベルクートフロアブル

ダイアメリットDF ベルクートフロアブル
ポリオキシンAL乳剤

ショウチノスケフロアブル ガッテン乳剤
フルピカフロアブル

注）作用機構分類コード (FRAC）を元に作成

表１　主な混合剤と連続散布を避ける農薬例

合
の
協
力
を
得
て
試
験
栽

培
を
開
始
し
ま
し
た
。

山
武
地
域
で
は
観
賞
用

樹
木
と
し
て
観
葉
植
物
・

植
木
生
産
者
が
オ
リ
ー
ブ

を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、

果
実
生
産
の
た
め
の
技
術

に
つ
い
て
は
、
経
験
年
数

が
浅
く
、
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
内
で

の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
関
す

る
知
見
は
少
な
く
、
産
地

化
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

情
報
が
少
な
い
状
態
で
す
。

展示ほ（植え付け直後の様子）
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千
葉
県
立
農
業
大
学
校
は
、
農
業

を
志
す
優
れ
た
担
い
手
及
び
指
導
者

の
育
成
を
目
指
し
、
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

推
薦
入
試

平
成
27
年
10
月
27
日
（
火
）

一
般
入
試

Ａ
日
程　

平
成
28
年
1
月
7
日（
木
）

　
Ｂ
日
程　

平
成
28
年
2
月
26
日（
月
）

　　

詳
し
い
受
験
資
格
等
の
情
報
は
左

記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。
ご
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
電
話

で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

電
話
０
４
７
５（
５
２
）５
１
２
１

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

noudai/

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

平
成
28
年
度
　

入
学
生
の
募
集

担い手コーナー

５
月
27
日
（
水
）、
山
武
合
同

庁
舎
で
平
成
27
年
度
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
を
行
い
ま

し
た
。
新
た
に
10
名
の
参
加
者
を

加
え
、
今
年
の
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
は
36
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
関
係
市
町
、
Ｊ

Ａ
及
び
指
導
農
業
士
会
・
農
業
士

協
会
山
武
支
部
の
来
賓
の
方
々
か

ら
セ
ミ
ナ
ー
生
へ
の
暖
か
い
激
励

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
講
式
後
、
管
内
の
先
進
農
家
経

営
視
察
研
修
と
し
て
、
横
芝
光
町

の
施
設
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
の
経
営

と
山
武
市
の
ネ
ギ
栽
培
の
経
営
を

視
察
し
ま
し
た
。

１
年
目
の
基
本
研
修
で
は
種
苗

メ
ー
カ
ー
等
の
視
察
研
修
、
２
、

３
年
目
の
専
門
、
総
合
研
修
で
は

ネ
ギ
、
施
設
、
ニ
ン
ジ
ン
の
作
目

別
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３

月
の
閉
講
式
ま
で
、
今
後
も
様
々

な
研
修
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
が
開
講

し
ま
し
た

視察研修で先進農家のメロン圃場を見学

指導農業士・農業士との交流会 (太巻き寿司体験 )

開講式の様子

作目別研修でトマト栽培についての講義(6月)


